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知識・技能

<学習上の課題>
単元や内容ごとに知識の定着に差がある。

<指導上の課題>
基礎的、基本的事項の確実な定着、習熟を図る場面、
時間設定が不十分なところがる。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

授業の中で基礎基本を定着する指導を繰り返し行っていく。
児童一人ひとりが単元ごとの達成状況を踏まえ、「ドリルパーク」、「スタ
ディサプリ」などタブレットを活用しながら、定着を図っていく個別最適
な学習を推進する。まとめや振り返りを大切に行い、国語の言語活動や
算数での算数的な活動、社会での調べ活動、理科の実験など、体験的な
学習を重視しながら、学習内容の定着を図っていく。

思考・判断・表現

学習内容に応じて、思考・判断・表現を伴う学習活動を授業に取り入れ、
学習課題に対して自分で考え、まとめ、発表する場や時間を十分に確保
するとともに、根拠を明確にした思考の過程を重視する指導を実践す
る。教科関係なく授業の中で、お互いの考えを深めたり、広げたりできる
よう、伝え合う活動を工夫して行う。また、確実な授業規律の定着も必
要である。

<学習上の課題>
どの学年においても記述型問題の無解答率が他と比
べると高く、苦手意識がある。
<指導上の課題>
話す、聞く態度の徹底を図りながら、自己表現する素
地を確立していく指導が不十分なところがある。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

B

B

大きな変更はなし。授業の中で基礎基本を定着
する指導を繰り返し行っていく。タブレットを活
用し、学習アプリなどで定着を図ってい
また、まとめや振り返りを大切に行い、国語の
言語活動や算数での算数的な活動など学習内
容の定着を図っていく。

引き続き、思考・判断・表現を伴う学習活動、学
習課題に対して自分で考え、まとめ、発表する
場や時間を十分に確保する。ただし、根拠を明
確にした思考の過程を重視する指導や自身の
考えを言葉で表現する活動に重点を置く。

個別最適な学びを推進する過程で、児童に評価規準を示
す指導法を取り入れるなど、児童の主体的な学びをどの
ように形成するかについて議論が進んでいる。タブレッ
トの活用が進む中で、学習アプリの活用も多くみられる
ようになった。

知識・技能

思考・判断・表現

学習内容に応じて、思考・判断・表現を伴う学習活動を授
業に取り入れ、学習課題に対して自分で考え、まとめ、発
表する場や時間を十分に確保しようと工夫する様子が全
体としてみられ、根拠を明確にした思考の過程を重視す
るなどの工夫もみられる。また、協働的な活動をクラウド
を通して行うなど、他者参照等の主体的な学びに対する
取組が進んでいる。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語の主語・述語の関係を捉える問題に課題がみられた。解答類型を見てみると、文章の最初にある単語を主語と捉えてい
る児童や修飾と被修飾語の関係を捉えることができていない児童がみられた。
算数の直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係を捉える問題に課題がみられた。円柱の展開図から、それぞれの関係につい
て正しく理解できていない児童おり、無解答率も全国と比較し高かった。また、立方体の体積の求め方を式に表すことができ
るかについて全国同様に正答率が低く、無解答率も高かった。
学習場面において、主体的に学び、課題に対して粘り強く取り組むことで、無解答率を下げることができると考える。

思考・判断・表現

国語の目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書く問題に課題がみられた。また、人物像や物語の全体像を具体
的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるかどうかをみる問題にも課題がみられた。ともに記述式の問題であ
り、課題に対して自身の考えを表現することを苦手とする児童がみられた。
算数の道のりが等しい場合の速さについての問題に課題がみられた。この問題も記述式であり、問題を読み取り、自分の考え
を表現する問題にを苦手とする児童がみられた。国語での無解答率が高く、全国の無解答率を上回っていた。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【大宮東小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


